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埼
玉
県
小
・
中
学
校

学
習
状
況
調
査
の
結
果

　

こ
の
調
査
は
、
毎
年
度
、
小
学

校
5
年
生
と
中
学
校
2
年
生
を
対

象
に「
教
科
に
関
す
る
調
査（
学
力

テ
ス
ト
）」「
学
習
意
識
・
生
活
に

関
す
る
調
査（
質
問
紙
）」
を
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

【
教
科
に
関
す
る
調
査
結
果
】

▼
小
学
生
の
結
果

　

小
学
生
の
正
答
率
は
、
す
べ
て

の
教
科
で
県
平
均
を
下
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
語

と
算
数
は
、
昨
年
度
に
比
べ
、
県

平
均
と
の
差
が
小
さ
く
な
っ
て
お

り
、
着
実
に
基
礎
的
・
基
本
的
な

力
を
高
め
る
学
習
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
基
礎
的
・
基
本
的
な
知

識
と
技
能
の
習
得
を
確
実
な
も
の

と
す
る
た
め
の
取
組
み
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

▼
中
学
生
の
結
果

　

中
学
生
の
正
答
率
は
、
す
べ
て

の
教
科
で
県
平
均
を
下
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
数
学
と

英
語
は
県
平
均
と
の
差
が
6
・
8

ポ
イ
ン
ト
と
大
き
く
、
学
力
の
定

着
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
伺
え
ま

す
。
一
方
で
、国
語
に
つ
い
て
は
、

県
平
均
と
の
差
が
0
・
8
ポ
イ
ン

ト
と
小
さ
く
、
各
学
校
の
取
組
み

が
実
を
結
ん
で
き
て
い
る
こ
と
が

伺
え
ま
す
。

　

国
語
に
お
い
て
、
各
学
校
の
取

組
み
が
成
果
を
見
せ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
今
後
も
継
続
し
て
基
礎

的
・
基
本
的
な
知
識
と
技
能
の
習

得
に
重
点
を
置
い
た
指
導
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
学
習
意
識
・
生
活
に

　
　
　
　
　

関
す
る
調
査
結
果
】

　

小
学
生
で
は
、「
学
校
が
好
き

だ
」
と
感
じ
る
回
答
が
県
平
均
と

ほ
ぼ
同
様
の
結
果
と
な
り
ま
し
た

が
、
中
学
生
で
は
、
県
平
均
を
下

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
の
授
業
以
外
で
の
学
習
時

間
に
つ
い
て
は
、「
勉
強
時
間
が

1
時
間
以
内
」「
全
く
し
な
い
、

ほ
と
ん
ど
し
な
い
」
と
い
う
回
答

が
昨
年
度
に
比
べ
減
少
し
て
お

り
、
家
庭
学
習
の
充
実
に
向
け
た

各
学
校
の
取
組
み
と
と
も
に
、
家

庭
の
協
力
の
成
果
を
伺
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

朝
食
の
摂
取
状
況
に
つ
い
て

は
、
特
に
中
学
生
で
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は「
朝
食

を
き
ち
ん
と
食
べ
る
」
と
い
う
回

答
が
県
平
均
を
上
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
朝
食
を
摂

ら
な
い
こ
と
が
多
い
と
回
答
す
る

生
徒
も
ま
だ
多
く
、
今
後
も
継
続

し
た
取
組
み
を
通
し
て
、
基
本
的

な
生
活
習
慣
の
定
着
に
向
け
た
指

導
が
必
要
な
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

学
力
向
上
に
向
け
た

具
体
的
な
取
組
み

【
各
小
・
中
学
校
の
取
組
み
】

　

継
続
的
な
、
朝
学
習
や
漢
字
・

計
算
・
単
語
テ
ス
ト
な
ど
の
繰
り

返
し
学
習
に
加
え
て
、
平
成
25
年

度
に
設
置
し
た
幸
手
市
学
力
向
上

推
進
協
議
会
で
掲
げ
た
4
つ
の
目

標
、「
学
習
意
欲
の
向
上
」「
と
も

に
学
び
合
う
授
業
づ
く
り
」「
基

礎
・
基
本
の
徹
底
」「
家
庭
学
習

の
定
着
」
に
沿
っ
て
、
学
校
ご
と

に
特
色
あ
る
取
組
み
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、夏
季
休
業
中
の
サ
マ
ー
・

ス
ク
ー
ル
や
補
充
学
習
、
教
育
相

談
を
実
施
す
る
な
ど
、
学
力
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
基
本
的
な
学
習
習
慣

の
見
直
し
の
た
め
、
家
庭
と
の
連

携
を
一
層
図
り
、
家
庭
学
習
の
習

慣
化
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
の
取
組
み
】

　

児
童
・
生
徒
の
確
か
な
学
力
の

定
着
を
図
る
た
め
、
計
画
的
な
学

校
訪
問
や
研
修
を
実
施
し
、
教
師

の
授
業
力
向
上
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら
年
8

回（
半
日
単
位
）以
上
の
土
曜
授
業

を
各
学
校
で
実
施
し
、
授
業
時
数

の
確
保
と
質
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
個
に
応
じ
た
き
め
細

や
か
な
指
導
の
実
現
に
向
け
、
市

独
自
の
教
育
支
援
員
制
度
や
学
習

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
充
実
と
、
国

や
県
の
制
度
を
活
用
し
た
教
職
員

の
増
員
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
学
期
制
の
検
討
を
含
め

た
教
育
課
程
の
改
善
を
進
め
る
と

と
も
に
、家
庭
や
地
域
と
連
携
し
、

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
と
技
能

の
確
実
な
習
得
と
、
そ
れ
ら
を
活

用
し
て
問
題
を
解
決
す
る
力
の
育

成
に
向
け
て
、
各
小
・
中
学
校
へ

の
支
援
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
43
）

1
1
1
1
内
線
6
3
2
・

（
43
）3
1
8
8

児
童
・
生
徒
の
学
力
の
向
上
を
目
指
し
て

　
平
成
25
年
度
に
実
施
し
た
埼
玉
県
小
・
中
学
校
学
習
状
況
調

査
の
結
果
の
概
要
と
学
力
の
向
上
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組

み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【全国学力・学習状況調査】
　平成 25 年度は、4 年ぶりに全国の小学校 6
年生と中学校 3 年生全員を対象に、国語と算
数（数学）の基本的な問題・活用問題から構成
された「学力テスト」と「学習意識や生活に関す
る調査（質問紙）」も実施されました。
※埼玉県小・中学校学習状況調査結果および全
国学力・学習状況調査結果の概要は、市ホー
ム ペ ー ジ（http://www.city.satte.lg.jp/）
で閲覧できます。



幸手市環境基本計画の取組状況

協働の取組指標 担当課 達成度 取組状況

行政の車両に低公害車を使います 財 政 課 ○
公用車の買い替えに合わせ、平成 27 年度燃
費基準達成車両を 2台導入した

化学物質に関する新しく正しい知
識を、市民が学べるようにします

環 境 課 ○
化学物質をテーマにした市民環境講座を開
催した

家庭・事業者や、農作業、剪定な
どから出る有機物のごみの分別・
資源化・還元を行います

環 境 課 ○
剪定枝などを粉砕するチップ機の搬入が完
了し、受け入れ方法を決定した

行政のグリーン購入を拡充します 財 政 課 ○
職員が使用する事務用消耗品について、可
能な限りグリーン購入法で認定している物
品を購入している

圏央道幸手インターチェンジ周辺
については、自然環境に配慮した
整備を行います

産 業 団 地
整備推進室

○

圏央道幸手インターチェンジ東側地区産業
団地整備では、外縁部への高木植栽や緑地
の確保などを計画しており、周辺田園環境
との調和に努めた事業を予定している

歩道・公園・公共交通機関・公共
公益施設などのバリアフリー化を
行います

道路河川課 ○
市道改良工事において、バリアフリーに配
慮した歩道整備を行った

市民による公園緑地の自主的管理
を行います

都市計画課 ○
区や自治会（10 団体）による除草、清掃など
が実施されている

ビオトープ・体験農園など、子ど
もの体験学習の場・施設を充実さ
せます

学校教育課 ○

各小・中学校が、地域や学校の実態に応じ、
ビオトープや学校ファームなどの整備を行
い、教科での学習や学校行事では、環境に
対する体験的な活動を実施している

行政や市民・事業者の団体（ＮＰＯ・
企業など）における環境への取組の
連携体制を発展させます

環 境 課 △
県主導による「浮きウキフェスタ」が、行政
と市民団体やＮＰＯ法人、企業による協働
で開催された

※達成度　○…実施している、改善している、目標を達成した
　　　　　△…検討中、変化なし
　　　　　×…実施していない、悪化している

■ 環境基本計画に掲げる「重点目標」の取組状況（一部抜粋）

　「幸手市環境基本計画」では、50 年後の将来を目安とした幸手の望ましい姿を「幸手の環境

像」として掲げています。この「幸手の環境像」に近づくための「協働の取組指標」について、

平成 24 年度末時点における取組状況の一部をお知らせします。

問合せ　環境課☎（48）0331・ （48）2226

　市で策定した「幸手市地球温暖化対策実行計画」では、温室効果ガスの排出量

について、平成 19 年度を基準として、平成 25 年度までに 6.0％削減するとい

う目標を掲げ、さまざまな取組みを行っています。

　平成 24 年度の温室効果ガス排出量は、平成 19 年度に比べ 16.0％の削減とな

り、職員全員が引き続き節電に取り組んでいる結果が大きく現れています。今

後も目標の実現に向け市職員全員が一丸となって取り組んでいきます。

■ 市の公共施設などにおける温室効果ガス排出量について
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